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例 戸

1. 本書は平成29年度国庫補助事業により実施した「市内遣跡発掘調査事業」に伴う発掘調査報告書で

ある。

2. 本事業の調査及び整理作業を含砂報告書作成は名取市教育委員会 文化・スポーツ課 文化財係が行

い、同係職員の相澤清利、大村周ーが下記の分担により執筆し、本書の編集は大利が行った。また、図

版作成等は各担当者が行い、佐藤友希・ 安孫子礼美の助けを得た。

第 1章・ 第11章1~15・ 第11章17、18: 大村周一

第11章16:相澤清利

3. 報告書に掲載してあるテキスト・挿図・写真等については、原則としてデジタルデータをもとに作成

したものである。

4. 標高はT. P. (東京湾平均洵面高度）を使用した。

5. 本書で使用した土色表記については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』

に準じる。

6. 本事業の調査記録及び報告書作成に際し、次の諸氏・ 諸機関より御協カ・御教示を賜った。記して感

謝申し上げます。（五十音順・敬称略）

恵美昌之 太田昭夫 宮城県教育庁文化財課

7. 本事業の調査記録及び出土遣物等の資料については、名取市教育委員会が保管し、求めに応じて公開

している。

調査要項

1. 調査主体：名取市教育委員会

2. 調査担当：名取市教育委員会教育部 文化・スポーツ課 文化財係

3. 調査体制：調査員

鴇崎哲也、北條由佳

調査補助員（嘱託職員）

相澤清利、大村周一

4. 調査一覧：第 1表参照

5. 発掘作業員： 7名

6. 整理作業員： 2名
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I . 平成29年度の市内遺跡調査事業
平成29年度における、開発等に伴う埋蔵文化財の発掘届の受理件数は、発掘届が40件、発掘通知が 8件

であり、宮城県教育委員会による指示事項の内訳は、発掘調査25件、工事立合23件であった。発掘調査に

ついては、平成23年度より主に市内遺跡発掘調査事業（国庫補助事業）で調査に対応している。平成29年

度には、平成27年度以前に届出・通知が提出されていたものを含め、鹿野遺跡、高畑遺跡、窪田遺跡、北

宮神明遣跡、東内館遣跡、清水遣跡、野来遣跡、上余田遣跡、北野窯跡、町裏遣跡、下余田遺跡、本村遣

跡、北原上屋敷跡、寺田遣跡、飯野坂遺跡、山下遣跡、貞山堀、山の神遺跡の18遣跡を対象とした23件の

調査を実施している（第 1表・第 1図）。本書はこれらの発掘調査成果を報告するものである。なお、調査

要項は第 1表にまとめ、各節では省略した。また、同一遺跡で複数回の調査を行っている場合には、調査

日の早い順に第 1調査地、第2調査地…の順に番号を付したが、あくまでも本書中のみの番号である。

第 1表平成29年度調査一覧表

地図
遺跡名 所在地 調査期間

調査面積
担当者名 調査原因

番号 （五）

1 鹿野遺跡
尚舘吉田字上鹿野東86-

2017.7.27, 28 12北條 個人住宅新築
6, 86-13, 86-16の各一部

2 高畑遺跡 高舘吉田字乗馬35-2の一部 2017.7.4 6北條 個人住宅新築

3 窪田遺跡 高舘吉田字窪田30 2018.3.28 5鴇崎・大村 個人住宅新築

4 北宮神明遺跡 高舘吉田字北宮神明132-10 2017. 11. 27 3. 75 鴇崎 個人住宅新築

5 東内館遺跡 高舘吉田字東内舘地内 2017 12. 11 12鴇崎・大村 排水路の改修工事

6 清水遺跡 田高字南36 2017 11. 24 38鴇崎 通信エリア新幹線沿線対策工事

7 野来遺跡 高舘吉田字野来65-33 2017 5.16 15. 84 北條 個人住宅新築

8 野来遺跡 高舘吉田字野来52-3 2018. 1. 18 4鴇崎 個人住宅新築

， 上余田遣跡 上余田字千刈田404の一
2017.5.9 18北條 共同住宅新築

部，404-2

10 上余田遣跡 上余田字市坪446の一部 2017.8.2, 3 9北條・大村 個人住宅新築

11 北野窯跡 愛島塩手字北野153 2017. 10. 24 9. 9 鴇崎・大村 通信エリア新幹線沿線対策工事

12 町裏遺跡 増田2丁目550 2017. 12. 6, 7 12鴇崎・大村 個人住宅新築

13 下余田遺跡 下余田字中荷653-1 2017.5.18 9. 2 北條 個人住宅新築

14 下余田遣跡 下余田字飯塚388-1 2017.6.1 4. 5 北條 個人住宅新築

15 下余田遺跡 下余田字中荷646-1 2018.2.14, 15 7. 5 鴇崎 個人住宅新築

16 下余田追跡 下余田字飯塚547-3 2018.3.6 9鴇崎 個人住宅新築

17 本村遺跡
杜せきのした3丁目6-5,6-

2018. 1 15, 16 20. 25 鴇崎 共同住宅新築
6, 6-7 

18 北原上屋敷跡 高柳字北原上地内 2017.9.7 5. 25 鴇崎 市道路改良工事

19 寺田遺跡 小塚原字西中塚89 2018 1. 24 4鴇崎 個人住宅新築

20 飯野坂遣跡 飯野坂5丁目12-1 2018.3.7 5鴇崎 共同住宅新築

21 山下遣跡
飯野坂4丁目425-1,433- 2017. 5. 29-31 

90相澤・大村 共同住宅新築
1, 433-2, 433-6の各一部 2017. 6. 5-7 

22 貞山堀 下増田字北原東，台林地内 2017.8.31 12北條・大村 橋の架け替え工事

23 山の神遭跡 本郷字矢口96-2 2017. 11. 28, 29 9. 5 鴇崎・大村 個人住宅新築
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IIー 1. 鹿野遺跡

(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図1)

鹿野遣跡は、市内西部の南北に連なる麻舘丘陵

の北東端から東に張り出す丘陵の麓に立地する遺

跡である。宮城県遺跡地名表（以下、遺跡地名表

と略す）には縄文時代の散布地として登録されて

いる。ごれまで、本格的な調査が行われていない

ため、遺跡の様相は明らかではない。周辺には真

坂遺跡や東真坂遺跡、鹿野東遺跡など、縄文時代

の遺跡が複数所在する。今回の調査地は遺跡の南

端付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年 7月27日付で

提出された個人住宅新築計画に伴う発掘

届に対する宮城県通知（同年8月2日付、

第 1図調査地位置図

文第1075号）に基づいて、同年7月27・

28日に実施した。住宅新築予定地の中央

に3X4mのトレンチを設定し、バック

ホーにより掘削を開始し、現地表下70cm

で地山を確認した。 III層上面で遺構検出

を行い、図面作成と記録写真撮影の後、

埋戻しを行い、 2日間の調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚40cmの褐色シルトの砕

石が混じる盛上(I層）、層厚30cmの褐灰

色シルトの旧表土(II層）、明黄褐色砂礫

の地山 (III層）の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発

見できなかった。

ヽ

住宅範囲
m紬蹄.,;---...il ¥ 

ーニJ 
竺
゜

20m 
S=l/500 

第2図調査区配置図

基本屠

層位 層名 土色 土性 備考

゜S=l/40 
lm 

II-III 

~=土 Iミ三::::::」 :； : I木の根等を含む
第3図層序模式図

(4) まとめ顕著な遺構・遺物は発見されず、表士直下で砂礫層を検出したことから、後世の削平を受け

ているものと考えられる。
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II -2. 高畑遺跡

(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図2)

高畑遣跡は、仙台市との境界付近の県道仙台岩

沼線の西に隣接して所在し、旧名取川・旧増田川

により形成された自然堤防上に立地する。東西約

800m、南北約600mの範囲に広がる。遺跡地名表

には弥生時代、古墳時代、古代の散布地として登

録されている。これまで、本格的な調査が行われ

ていないため、遺跡の様相は明らかではない。今

回の調査地は遺跡の北東付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年 6月23日付で提出され

た個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県

通知（同年6月28日付、文第774号）に某づいて、

同年7月4日に実施した。住宅新築予定地に 2X

3mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削

を行い、現地表下50cmで地山を確認した。 11I層上

面で遺構検出を行い、図面作成の後、埋戻しを行

い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序層厚50cmの盛土 (I層）下で、黄橙色シルトの地山 (II層）を検出した。以下、明黄褐色シ

~'II 

S=l/5000 
//  " 

第 1図調査地位置図

ルト (III層）、明黄褐色砂質シルト (IV層）の堆積を確認した。

②発見した遺構と遺物遺構・遺物は発見できなかった。

GL=13. lm 

Ci) 
「］

道ii調□査7区 r虹瑳界線 III 

「
路 住宅範囲

lm 

゜基本層 S=l/40 

道路

0 10m 
S=l/500 I I I 

層位 層名 土色 土性 備考

I 盛土

II 地山 黄橙色(10YR8/8) シルト

m 地山 明黄褐色(10YR6/6) シルト

IV 地山 明黄褐色(10YR6/6) 砂質シルト 所により粘性あり

第 2図調査区配置図
第3図層序模式図

(4) まとめ顕著な遺構・遺物は発見されず、盛士直下で地山を検出したことから、後世の削平を受けて

いるものと考えられる。
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II -3. 窪田遺跡

(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図3)

窪田遣跡は、仙台市太白区に隣接して所在し、旧

名取川・旧増田川により形成された自然堤防上に立

地する。東西約90m、南北約150mの範囲に広がる。

遣跡地名表には古代の散布地として登録されてい

る。平成25年度の 2件の調査では顕著な遣構や遺物

は発見されず（註）、遺跡の様相は明らかではない。

今回の調査地は遺跡の北端付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年11月27日付で提出された

個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年12月1日付、文第2043号）に某づいて、平成30

年 3月28日に実施した。浄化槽新設予定地に 2X 

2. 5mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削

を行い、現地表下80cmで地山を確認した。 IV層上面

で遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、

埋戻しを行い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚10~38cmの黒褐色砂質シルトの表土 (I層）、黒褐色砂質シルト (II層）、にぶい黄褐色

砂質シルト (III層）、褐色砂質シルトの地山 (IV層）の順に確認した。

第 1図調査地位置図

②発見した遺構と遺物遺構・ 遺物は発見できなかった。

~ 
道路

→k路
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第2図調査区配置図
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基本際

層位 屈名 土色 土性 備考

I 表土 黒褐色(10YR3/1) 砂質シルト

II 黒褐色(10YR3/2) 砂質シルト

III にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂質シルト

N 地山 褐色(10YR4/4) 砂質シルト

第3図北壁断面図

(4) まとめ旧名取）IIが形成した自然堤防を構成する土層を確認した。

（註）名取市教育委員会2015『平成25年度 名取市内遺跡発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第63集
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II -4. 北宮神明遺跡

(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図4)

北宮神明遣跡は、仙台市太白区に隣接して所在

し、旧名取川・旧増田川により形成された自然堤

防上に立地する。東西約100m、南北約700mの範

囲に広がる。遣跡地名表には古代の散布地として

登録されている。ごれまで、本格的な調査が行わ

れていないため、遣跡の様相は明らかではない。

今回の調査地は遺跡の北東端付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年10月31日付で提出され

た個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県

通知（同年11月8日付、文第1841号）に某づいて、

同年11月27日に実施した。浄化槽新設予定地に

1. 5 X 2. 5mのトレンチを設定し、バックホーによ

り掘削を行い、現地表下60cmで地山を確認した。

III層上面で遺構検出を行い、図面作成と記録写真

撮影の後、埋戻しを行い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚20~38cmの黒褐色砂質シルトの表土 (I層）、黒褐色砂質シルトの撹乱層 (II層）、褐色

砂質シルトの地山 (III層）の順に確認した。

第 1図調査地位置図

②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発見できなかった。

、声
浄イ湘：ロ

住宅範囲
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」

隣地境界線

0 10m 

S=l/500 I I I 

第 2図調査区配置図

II 

ID 

゜
lm 

S=l/40 

基本層

隈位 1 屡名 土色 土性 I 備考
表土 黒褐色(10YR3/2) 砂質シルト

II I 撹乱 黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト

m I 地山 褐色(10YR4/4) 砂質シルト

第3図 北壁断面図

(4) まとめ 地山面は後世の撹乱により削平されていることが判明した。
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II -5. 東内館遺跡

(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図5)

東内館遣跡は、県道名取村田線の南に隣接し

て所在し、旧名取川・旧増田川により形成され

た自然堤防上に立地する。東西約300m、南北約

90mの範囲に広がる。遣跡地名表には古墳時代

後期・ 古代の散布地として登録されている。ご

れまで、本格的な調査が行われていないため、

遺跡の様相は明らかではない。今回の調査地は

遺跡の北端付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年11月14日付で提出さ

れた排水路改修工事計画に伴う発掘通知に対す

る宮城県通知（同年11月29日付、文第1998号）

に基づいて、同年12月11日に実施した。排水路

100 200m、
I 

戸¥¥'--」＇

第 1図調査地位置図

改修工事予定地の 2ヶ所に1.6 X 2. 5mのトレンチを設定し、東から順に 1トレンチ、 2トレンチとした。

バックホーによる表土除去の後、現地表下70~120cmで地山もしくは遺構面を検出したため、精査したと

-ろ、各トレンチで旧河川跡を検出した。図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚10~20cmの暗褐色シルトの表上 (I層）、層厚20cmの暗褐色シルト (II層）、灰色砂質シ

ルト (III層）、褐灰色粘上 (IV層）、にぶい黄褐色粘土質シルト (V層）、明黄褐色砂と褐灰色砂質シルト

が互層に堆積する流路下層 (VI層）、径10~80mmの礫を多く含む褐灰色粘上質シルトの旧河床 (VII層）の

順に確認した。 11層から下層は旧河川堆積層と推測される。

②発見した遺構と遺物

SR  1河川跡

1トレンチでは、東西2.Sm以上、南北1.8m以上で深さ 120cm以上、 2トレンチでは、東西2.4m以上、

南北1.8m以上で深さ60cm以上の旧河川跡を検出した。遺物は出土していない。

T
A上

一

，
 
A
+
 ‘□ -SR1 
1T基本層

A 
7. 2m f---- _J' 

層位 層名 土色 土性 備考

I 表土 暗褐色(10YR3/3) シルト

lII 旧河川堆積層 灰色(75Y5/1) 砂質シルト

IV 旧河川堆積層 褐灰色(10YR4/1) 粘土

VI 旧河川堆積層
明黄褐色(1OYR6/6) 砂

褐灰色(10YR6/1) 砂質シルト
流路下層互層に堆積する

VN 旧河川堆積層 褐灰色(1OYR6/1) 粘土質シルト
径10mm-80mmの礫を多く含む酸化鉄の集積が認

められる河床面

III 

王 IV ゜S=l/80 
3m 

第2図 1 T平面・北東壁断面図
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2J 

iヽ
t — 

B' 
2T基本層

SR1 

B 
7. 7m←- 国

二
IV-=-c-三こ厚三

層位 層名 土色 士性 備考

I 表土 暗褐色(10YR3/3) シルト

II 旧河川堆栢際 暗褐色(10YR3/3) シルト

m 旧河川堆積唇 灰色(75Y5/1) 砂質シルト

IV 旧河川堆積隈 褐灰色(10YR4/1) 粘土

V 旧河川堆積層 にぶい黄褐色(10YR5/4) 粘土質シルト

VI[ 旧河川堆積層 褐灰色(10YR6/1) 粘土質シルト
径10mm-80mmの礫を多く含む酸化鉄の集積が認

められる河床面

゜S=l/80 
3m 

第 3図 2T平面・北東壁断面図

(4) まとめ遺物が伴わないため時期は不明だが、 トレンチ全体が旧河川跡の堆積土である。今後、周辺

の調査の際には、この旧河川跡の年代・規模・範囲の把握に留意したい。

II -6. 清水遺跡

(1)遺跡の概要 (I. 第 1表・第 1図6)

清水遺跡は、 JR名取駅から北北西約1.5kmを

中心に所在し、東西約750m、南北約450mの範囲

に広がる。旧名取川・旧増田川により形成された

標高 9m削後の自然堤防上に立地し、周囲の後背

湿地との比高差は約 lmである。遺跡地名表には

弥生時代飢期～後期、古墳時代飢期～後期、奈良

時代・平安時代の集落として登録されている。昭

和49年から昭和53年まで4次にわたって東北新幹

線の建設に伴い宮城県教育庁文化財保護課による

発掘調査が行われた。その結果、古墳時代飢期か

ら平安時代の竪穴住居跡や井戸跡が多数発見され

ており、古墳時代前期に集落が営まれ、奈良時代

に大規模な集落が形成されていたことが明らかに

＼ ＼ 

第 1図調査地位置図

ノL-――

された。また、奈良• 平安時代の遣構からは円面硯や瓦、木製の独楽や竹製の横笛など、一般集落ではみ

られないものが発見されている（註）。今回の調査地は、遺跡の中央付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年 9月7日付で提出された通信エリア新幹線沿線対策工事計画に伴う発掘届に対

する宮城県通知（同年 9月13日付、文第1391号）に基づいて、同年11月24日に実施した。鉄塔建設予定地

に4X 9. 5mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削を行い、現地表下20cmで地山を確認した。 11層

上面で遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚20cmの褐色砂質シルトの表士 (I層）、にぶい黄橙色砂質シルトの地山 (II層）の順に

確認した。
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②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発見できなかった。

A〉 自然地形の窪み

撹乱

＼
乙

Cl 

゜＼ィ

。

-¥¥ 

A' 

GL=8.6m A 
A' 

I 

II ゜
3m 

S=l/80 

基本唇

層位 1 層名 土色 土性 I 備考
表土 褐色(10YR4/4) 砂質シルト

II I 地山 にぶい黄橙色(10YR6/4) 砂質シルト

第2図 平面・南壁断面図

(4) まとめ 自然地形の窪みを確認した。

（註）宮城県教育委員会1981『東北新幹線関係遺跡調査報告書ーv-』宮城県文化財調査報告書第77集

II -7. 野来遺跡

野来遺跡は、 JR名取駅から北西約 1kmの地点

を中心に所在し、東西約150m、南北約450mの範

囲に広がる。旧名取川・旧増田川により形成され

た標高 8~9m前後の自然堤防上に立地し、一部

後背湿地の区域も含まれる。遺跡地名表には弥生

時代から古代の集落として登録されている。遺跡

の東部は原遺跡と隣接し、北側には清水遺跡があ

る。平成27年の確認調査では古代以降の竪穴住居

跡 2軒をはじめ、溝跡や掘立柱建物跡の遺構が検

出され（註 1)、昨年度の確認調査でも近世以前

の溝跡やピットを検出している（註 2)。今回の

調査地は、第 1調査地は遺跡の中央東端付近、第

2調査地は遺跡の南端付近に位骰する。

二
□

ロロ
[
-

D
D
o□ 

県
道

口

／ 
100 200m 

I I 

第1図調査地位置図
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第 1調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年4月 7日付で提出された個人住宅

新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知（同年4月12日付、

文第101号）に基づいて、同年 5月16日に実施した。住宅新

築予定地に4.8 X3. 3mのトレンチを設定し、バックホーによ

り掘削を行い、現地表下120cmで地山を確認した o TIT層上面

で遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを

行い調査を終えた。

(2)調査成果

｀ 
道
路

\——/ 
道路

□ 調査区
隣地境界線

0 10m 

S=l/500 I I I 

第 2図調査区配置図

①基本層序 層厚80cmの盛土 (I層）、黄灰色シルトの旧水田耕作士 (II層）、明黄褐色シルトの地山 (III

屑）の順に確認した。道構はIII層上面で検出した。

②発見した遺構と遺物

SD1溝跡

トレンチの南東部で検出した北東から南西方向の溝跡で、南はトレンチ外へと延びている。重複関係は

ない。確認できた長さは 2mで、上輻0.3m飢後、下輻0.2~0. 3m飢後、深さ10~30cmである。底面は平坦

で壁は緩やかに立ち上がる。堆積士は地山ブロックを多く含むにぶい黄橙色粘士質シルトの単層である。

遺物は出土していない。

p 1柱穴

トレンチの北東部で検出した。重複関係はない。平面形は円形で直径0.34m、深さ30cmの柱穴である。

堆積上は抜取り穴が灰黄褐色粘上質シルトで、掘方埋上はにぶい黄橙色シルトである。遺物は出土してい

なし＼

｀ 
----------ー・・一

9
/
 

8.5m 

7.5m 
I
I
-
I
I
I
 

゜S=l/80 
3m 

基本層

層位 層名

盛士

II I旧水田耕作土 I黄灰色(2.5Y5/1) 

土色 土性 備考

SDl, Pl 
I 
層位 1追構名 士色

7.9,A f---翫I AI ' 

SD1 
B B' 

7.8m I 旦
P1 

゜
lm 

S=l/40 

土性 備考

シルト

m 地山 1明黄褐色(10YR6/6) I シルト :: 1:: 三::7.:::1 ==.~ レ:：：： I三：三=~三：：：:; こ::,:::::::,
第3図 平面・層序模式図、 SD1・P 1断面図

(3) まとめ 溝跡 1条と柱穴 1基を検出したが、遺物は伴わず時期は不明である。
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第 2調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成30年 1月 5日付で提出された個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年 1月12日付、文第2353号）に基づいて、同年 1月18日に実施した。住宅新築予定地に1.6 X 2. 5mのト

レンチを設定し、バックホーにより掘削を行い、現地表下約100cmで地山を確認した。 W層上面で遺構検

出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い調査を終えた。

(2)調査成果

①基本層序 層厚80cmの宅地駐車場造成時の盛士 (I層）、褐灰色粘土質シルトの旧水田耕作土 (II層）、

灰黄褐色粘土質シルトの撹乱 (III層）、明黄褐色シルトの地山 (N層）の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発見できなかった。

A A 
， 

(i) I" 
A 

GL=8.3m 
A' 

IIー--~二二:;?:-:::_-:---=-w
fil 

S=l/80ヒニニ『

基本居

層位

I 

II 

lII 

IV 

屡名

盛土

旧水田耕作土層

撹乱

地山

第4図 平面・北壁断面図

(3) まとめ トレンチの西半部は後世の撹乱を受けていた。

土色 土性 備考

褐灰色(10YR6/1) 粘士質シルト

灰黄褐色(10YR6/2) 粘士質シルト I層起源の土

明黄褐色(10YR6/6) シルト

（註1)名取市教育委員会2017『平成27年度 名取市内遺跡発掘調査報告書J]名取市文化財調査報告書第68集

（註2)名取市教育委員会2018『平成28年度 名取市内遺跡発掘調査報告書J]名取市文化財調査報告書第69集

II -8. 上余田遺跡

遺跡の概要（第 1調査地ー I. 第 1表・第 1図9、

第2調査地ー同10)

上余田遺跡は、 JR名取駅から北北東約1.3kmに

所在し、東西約300m、南北約500mの範囲に広がる。

近世の奥）小I街道、近代以降の旧国道4号線沿いにあ

る。増田の現市街地から延びる南北方向に形成され

た最奥の浜堤列（第 1浜堤）上や、旧名取川・旧増

田川により形成された標高 7~8m前後の自然堤防

上に立地する。遣跡地名表には弥生時代、古墳時代

飢期、古代の集落および散布地として登録されてい

る。これまで、開発に伴い確認調査や本調査が数回

にわたり行われている。平成28年度に行われた市坪

地区の土地区画整理に伴う発掘調査では、古墳時代 第 1図調査地位置図

即期から平安時代の竪穴住居跡38軒のほか、柵跡、土職、溝跡、井戸跡等が多数検出され、縄文時代晩期

から中世までの遺物が出土している。その結果、縄文時代晩期から近世の長期にわたって、人々の暮らし

が営まれた遺跡であることが分かった（註）。今回の調査地は、第 1調査地は遣跡の北東付近、第 2調査

地は遺跡の南西付近に位置する。



第 1調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年4月20日付で提出

された共同住宅新築計画に伴う発掘届に対す

る宮城県通知（同年4月28日付、文第230号）

に基づいて、同年 5月 9日に実施した。住宅

新築予定地に 3X6mのトレンチを設定し、

バックホーにより掘削を行い、現地表下100cm

で地山を確認した。 1I層上面で遺構検出を行

い、図面作成と記録写真撮影の後、罪戻しを

行い調査を終えた。

(2)調査成果

S=l/500 

A〉

゜

区D” 
住宅範囲

道
路

第2図調査区配置図

①基本層序 層厚100cmの盛土 (I屑）、にぶい黄栢色砂質シルトの地山 (II層）を検出した。以下、黒褐色

シルト (III層）の堆積を確認した。

②発見した遺構と遺物 今回の調査では、溝跡 3条、性格不明瑣構 3基を検出した。瑣物は図示はしていな

いが、 II層上面から士師器坪口緑部・体部の破片が 2点、士師器甕体部の破片が15点出土した。須恵器杯は

体部～底部の破片が 3点出土し、底部にはヘラ切りのものがみられる。

SD  1溝跡

トレンチの南部で検出した東西溝跡で、東・西がトレンチ外へと延びている。 SXlと重複し、これより

古い。確認できた長さは2.7mで、上輻約0.9m、下幅約0.7m、深さ約20cmである。底面は平坦で断面形は

皿状である。堆積上は褐灰色シルトの単層である。遺物は図示はしていないが、 1層からロクロ調整の上師

器甕の体部破片が 2点、非ロクロ調整の上師器甕の破片が 3点、須恵器坪口縁部～体部の破片が 1点、須恵

器の長頸瓶・甕体部の破片がそれぞれ1点出上している。

SD2溝跡

トレンチの北側で検出した南北溝跡で、北はトレンチ外へと延びている。 SD3、SX2・3と重複し、

これらより古い。確認できた長さは3.5mで、上輻 lm前後である。堆積上は黒褐色シルトの単層で、地山

が斑状に混入することから人為的堆積上と考えられる。遺物は出上していない。

SD3溝跡

トレンチの中央部で検出した東西溝跡で、東・西がトレンチ外へと延びている。 SD2、SX2と重複し、

削者より新しく、後者より古い。確認できた長さは2.Smで、上幅0.6~1m、下幅約0.4m、深さ20~40cmで

ある。底面はほぼ平坦で壁はやや内弯しながらやや急角度で立ち上がる。堆積士は黒褐色シルトの単層であ

る。遺物は 1層から底部ヘラ切りの須恵器坪の破片（第4図1、写真図版11-1) が出士している。

SX1性格不明遺構

トレンチの南東隅で検出した溝状の落ち込みである。東がトレンチ外へと延びている。 SDIと重複し、

これより新しい。規模は長軸1.4m以上、短軸0.Smである。堆積士は黒褐色シルトの単層である。遺物は出

土していない。

SX2性格不明遺構

トレンチの東壁際で検出した不整形の落ち込みである。東がトレンチ外へと延びている。 SD2・3と重

複し、これらより新しい。規模は南北0.Sm、東西0.5m以上である。堆積土は黒褐色シルトの単層である。

遺物は出士していない。
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SX3性格不明遺構

トレンチの東壁際で検出した不整形の落ち込みである。東がトレンチ外へと延びている。 SD2と重複

し、これより新しい。規模は南北1.4m、東西0.9m以上である。堆積土は黒褐色シルトの単屑である。遣

物は出土していない。

(l)~11 

<r:: 

゜S=l/80 

番号I調査区1追構名I層位 1

1l1TISD311層 I

SD1 

3m 
――’ 

＼`  

種別 I 器種 I 部位

A A' 
7. Orn←- -----, 

SDl SD3 

II 1 ll ー,-~-一『＿＿＿ーし
1-A-rn 

基本陪

層位 唇名 土色 土性 備考

盛土

II 地山 にぶい黄橙色(10YR6/3) 砂質シルト

m 地山 黒褐色(10YR2/3) シルト

SDl, SD2, SD3 

隈位 I遣構名 土色 土性 I 備考
SDl 褐灰色(10YR4/1) シルト

SD2 黒褐色(10YR2/2) シルト III層の土混じる

第3図

外面

SD3 黒褐色(10YR2/2) シルト

SXl, SX2, SX3 

房位 1 遠構名 土色 土性 I 
SXl 黒褐色(10YR2/2) シルト

I l I SX2 黒褐色(10YR2/2) シルト

I SX3 黒褐色(10YR2/2) シルト

平面・西壁断面図

特徴

内面

゜S=l/2 
5cm 

法畏 (cm)

暉~I 器高

備考

備考 I写真1登録
図版番号

須恵器 I 坪 I 底部 I体部 ロクロナデ
底部ヘラ切り

ロクロナデ (8. 2) I co 8) 11-1 I R1 

第4図 出土遺物

(3)まとめ今回の調査では溝跡 3条と性格不明遺構3基を発見した。 SD1・3からは平安時代の土師

器や須恵器の破片が出土しており、平安時代以降の溝跡と考えられる。 SD2は重複関係から SD3、S

X2・3よりは古いので平安時代かそれ以前の可能性もある。 SX1~3は堆積士が類似しており 1層に

も似ていることから、比較的新しい時期のものである。

昨年度に実施した確認調査では、今回の調査地の東側と南側において湿地帯が確認されたことから、その

広がりの把握が目的でもあったが、確実に湿地帯と言える土層は確認できなかった。本調査区周辺は微高

地と湿地帯の境界付近に位置するものと推定され、検出した溝跡は集落の縁辺部に作られたものと考えら

れる。



第2調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年 7月27日付で提出された

個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年 8月 2日付、文第1076号）に基づいて、同年

8月 2・3日に実施した。住宅新築予定地に 2X

4. 5mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削

を行い、現地表下40~50cmで地山を確認したo TIT層

上面で遺構検出を行い、各遺構を半裁・完掘して図

面作成し、記録写真撮影の後、埋戻しを行い調査を

終えた。

(2)調査成果

①基本層序 屑厚20~30cmの宅地造成盛士 (I層）、

屑厚10~25cmのにぶい黄褐色砂質シルトの旧耕作土

(II層）、明黄褐色シルトの地山 (Ill層）の順に確認

した。

②発見した遺構と遺物

S I 1竪穴状遺構

トレンチの南壁付近で検出した竪穴状遺構である。南側がトレン

チ外へ続くことと東側が SDlに切られているため全体の形状は不

明だが、平面形は隅丸方形状を呈していたものと考えられる。 SD

1と重複し、これより古い。確認できた規模は、東西3.3m以上、南

北0.Sm以上である。底面は平坦で壁の立ち上がりはやや急であり、

深さ約10cmである。堆積上はにぶい黄褐色砂質シルトの単層であり

自然堆積土と考えられる。 トレンチ中央南壁際でp1が検出されて

いる。柱痕跡はなく、直径20cmの楕円形を呈し、深さ30cmである。堆積上は地山を含む暗褐色シルトの単層

第5図調査地位置図
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第 6図調査区配置図

である。遺物は 1層からロクロ調整の上師器坪（第8図1、写真図版11-2) が出土している他、図示はし

ていないが、土師器細片が10点出土している。

SD1溝跡

トレンチの東部で検出した南北溝跡で、溝の西側部分のみの確認である。 SI 1と重複し、これより新し

い。確認できた長さは2.lmで、上幅0.6~1. 3m、下輻約0.5m、深さ50cmである。底面は平坦で、壁は緩や

かに立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。堆積土は 2層に分けられ、 1層は下部に石や士器片が混じる賠

褐色シルト、 2層は地山が混じる暗褐色シルトであり、ともに自然流入土と考えられる。遺物は 1層下部か

ら須恵器甕体部下半の破片（第8図3、写真図版11-4) が出士している他、 2層下部から古墳時代中期の

土師器甕口縁～体部の破片（同図 2、同図版11-3) が出土している。また、図示はしていないが堆積土中

から古墳時代前期の円窓のある高坪もしくは器台の脚部の破片、非ロクロ調整の土師器小片が20点出土して

いる。

SK  1土壊

トレンチの中央部北壁際で検出した楕円形の士壊である。重複関係はない。規模は長径0.6m、短径0.5m、

深さ 40cmである。断面形はU字形である。堆積士は 2層に分けられる。 1層は地山が少量混じる賠褐色シル

14 



ト、 2層は 1層と地山が混じる暗褐色シルトであり、ともに人為的堆積土と考えられる。遺物は図示はし

ていないが、堆積土中から非ロクロ調整の壺もしくは甕の底部の破片が 2点、士師器甕体部の破片が 8点

出土している。
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II I旧耕作土 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂質シルト
皿 1 地山 明黄褐色(10YR6/6) シルト

Sil, Pl 

層位 1層遥名 土色 土性 備考

Sil にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂質シルト

P1 暗褐色(10YR3/4) シルト 地山を含む
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層位 1追構名 土色

SD1 暗褐色(10YR3/3)

SD1 暗褐色(10YR3/4)

SK1 

層位 遠構名 土色

SKl 暗褐色(10YR3/3)

SKl 暗褐色(10YR3/3)

゜S=l/40 
lm 

土性 備考

シルト 1層の下部に石・土器片が混じる

シルト地山が混じる

土性 I 備考

シルト 1地山が少呈混じる

シルト 1, 層と地山が混じる

第7図 平面・北壁断面 ・S11・P1・SD1・SK1断面図
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゜S=l/3 
10cm 

番号 調査区 追構名 層位 種別 器種 部位
特徴 法呈 (cm)

備考
写真 登録

外面 内面 ロ径 底径 器高 図版 番号

1 1T S11 1層 土師器 坪
口縁～ ロクロナデ、 ロクロナデ、ヘラミガキ、

(13 2) 6 0 4 5 11-2 Rl 
底部 底部回転糸切り 黒色処理

口縁～ 口縁部 ヨコナデ
ロ縁部 ヨコナデ

2 1T SDl 2際 土師器 甕 体部指オサエ→ヘラケズリ→ (18 0) (7 0) 非ロクロ 11-3 R2 
体部 体部ヘラナデ

ヘラナデ、ミガキ

3 1T SDl 1層 須恵器 甕 体部下半 ロクロナデ→ケズリ ロクロナデ (8 3) 11-4 R3 

第 8図出土遺物
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(3) まとめ 今回の調査では竪穴状遣構 l軒、 ピット1基、溝跡 l条、

んどが調査区外へ延びているため、全体の形状は不明であるが、

土塙l基を検出した。

竪穴住居の可能性がある。

伴う施設と考えられる。年代は、出土した土師器杯の特徴から平安時代としておく。

S I lはほと

p lもこれに

SDlから出土した

遺物は古墳時代～古代と時間幅をもち、いずれも破片であることから周辺より流れ込んだものと考えられ

る。 遣構の重複関係から SDIはSI 1よりも新しく、平安時代以降の溝跡と考えられる。 SKlからは

士師器片が数点出土しているが、詳細な時期は不明なものの、賠褐色を基調とする堆積士である点でSD

1と共通しており、 同じ時期の可能性がある。

上余田遺跡では今回の調査地周辺で竪穴建物跡を含む多数の遺構を検出しており、 S I 1もこれらに伴

う集落の一部とみられる。周辺の清水遺跡や沢目遣跡でも調査成果が蓄積されてきており、

的に検討し、集落の広がりや時期毎の変遷を明らかにずることが今後の課題と言える。

これらを総合

（註）名取市教育委員会2018『上余田遺跡発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第70集

参考文献

名取市教育委員会2017『平成27年度

名取市教育委員会2018『平成28年度

名取市内遺跡発掘調査報告書J]名取市文化財調査報告書第68集

名取市内遺跡発掘調査報告書J]名取市文化財調査報告書第69集

II -9. 北野窯跡

(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図11)

北野窯跡は、市内西部の南北に連なる高舘丘陵か

ら東に張り出す、標高50m以下の愛島丘陵群北部の

小規模な段丘の斜面に立地する。東西約600m、南

北約300mの範囲に広がる。北側には隣接して南台

窯跡があり、本来は一連の遺跡と考えられる。 遺跡

地名表には平安時代の窯跡として登録されている。

これまで、本格的な調査が行われていないため、

跡の様相は明らかではない。

南東端付近に位骰する。

(2)調査に至る経緯と経過

遺

今回の調査地は遺跡の

今回の調査は、平成29年 9月 7日付で提出された

通信エリア新幹線沿線対策工事計画に伴う発掘届に

対する宮城県通知（同年 9月13日付、文第1390号）

II Q 
S=l/5000 t 

----~\ 

第 1図

II 

II 

11 
II 

100 

II 

200m 
II 

ILi¥ 

調査地位置図

く`
Y 

A
 

ー＿

GL=17. 7m-4 
撹乱て II,-~ 二 ---1 ---
,___, II 

゜S=l/80 
3m 

↓
 

基本層

陪位

I 

備考

<c: □ II 

層名
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土性

シルト

粘土 風化礫を含む，第m紀の隈

第 2図 平面・西壁断面図
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17 

に基づいて、同年10月24日に実施した。鉄塔建設予定地に 3X 3. 3mのトレンチを設定し、バックホーに

より掘削を行い、現地表下10cmで地山を確認した。 11層上面で遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影

の後、埋戻しを行い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚約10cmの黒褐色シルトの表土 (I層）直下で風化礫を含的第III紀の層である褐色粘土の

地山 (II層）を確認した。

②発見した遺構と遺物 遣構・遣物は発見できなかった。

(4)まとめ 表土直下で第III紀の粘土層を検出したことから、後世の削平を受けていると考えられる。

IIー 10.町裏遺跡
(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図12)

町裏遺跡は、 JR名取駅から南約600mを中心

に所在し、東西約150m、南北約500mの範囲に

広がる。標高 5~5. 5mの第 1浜堤列上に立地す

る。遺跡地名表には古代の散布地として登録さ

れてきたが、平成16年度の仙台空湛アクセス鉄

道の整備に伴う発掘調査では、古墳時代前期の

竪穴住居跡 2軒、土器埋設遣構 3基、溝跡 6条、

平安時代の竪穴住居跡 1軒、溝跡 2条、中世の

掘立柱建物跡 3棟、柵列4条、土塙募10基、溝

跡 l条がそれぞれ発見された。この 3時期の遺

構群はさらに 2~3段階の変遷が認められてい

る（註 1)。今回の調査地は町裏遺跡の北隅付近

に位骰し、平成26年度調査地は西に隣接する

（註2)。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年11月20日付で提出された個人住宅 2軒

の新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知（同年11月29日付、

文第1994号）に基づいて、同年12月6・7日に実施した。住宅新

築予定地の 2ヶ所に 2X3mのトレンチを設定し、東から順に 1

T、2Tとした。バックホーによる表土除去の後、現地表下120

~150cmで地山を確認した。 V層上面で遺構検出を行い、図面作

成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い、 2日間の調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序層厚20~30cmの表土 (I層）、層厚40~80cmの盛土

(II層）、層厚20~70cmの砕石 (III層）、植物遺体をわずかに合む

第 1図調査地位置図
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暗褐色粘土質シルトの湿地雄積土 (N層）、灰オリーブ色砂質シルトの地山 (V層）の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発見できなかった。
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層位 層名 土色 土性 備考

I 表士

II 盛土

m 砕石

IV 湿地堆積土 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト 植物遥体をわずかに含む

V 地山 灰オリーブ色(75Y6/2) 砂質シルト

第3図 1 T平面・西壁断面図、 2T平面・西壁断面図

(4) まとめ 平成26年度に西隣で行われた確認調査では、溝跡4条と土職 l基が検出されている。 また、

平成27年度に北の近接地で行われた確認調査では、 遺構の希薄な区域であると推定された。本調査地は平

成16年度の調査地から北に約150m離れており、 この付近は遺跡の中心からやや離れた区域と推測される。

（註 1)名取市教育委員会2012『町裏遺跡・鶴巻前遺跡・下増田飯塚古墳群他』名取市文化財調査報告書第60集

（註2)名取市教育委員会2016『震災復腿事業関連発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第65集
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11-11. 下余田遺跡
遺跡の概要（第 1調査地ー I. 第 1 表・第 1 図13、第 2 調査地―同14、第 3 調査地—同 15、第 4 調査地ー

同16)

下余田遺跡は、 JR名取駅から東北東約1.7km 

を中心に所在し、東西約1.5km、南北約1.3kmの範

囲に広がる。旧名取川により形成された標高が 5

~6mの自然堤防上に古地する。遺跡地名表には、

弥生時代中期、古墳時代前・中期、古代の集落跡

として登録されている。これまでに開発に伴う発

掘調査が数回実施されており、平成 9年度に実施

した農業倉庫建設に伴う発掘調査では、古墳時代

袖期の竪穴住居跡 1軒、古代の竪穴住居跡 5軒、

中世の掘立柱建物跡15棟が検出され、士師器・須

恵器のほか、弥生時代や中世の遣物も僅かに出士

している（註 1)。また、昨年度の調査により、

旧名取川の河川跡と推定されるものが複数検出さ

れた（註 2)。今回の調査地は、調査地 1、 3が

遺跡の南西端付近に、調査地2が遺跡の東部中央

付近に、調査地4が遣跡の南東隅付近に位置する。

第 1図調査地位置図

第 1調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年 5月16日付で提出された個人住宅新

築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知（同年 5月24日付、文

第468号）に基づいて、同年 5月18日に実施した。住宅新築予定

地に4X 2. 3mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削を行

い、現地表下120cmで地山を確認した。 III層上面で遺構検出を行

い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い調査を終えた。

(2)調査成果
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第2図調査区配置図

(j) A A' A 
4.2m←-

A' 
-----, 

I 

□ 
゜S=l/80 

3m 

--—-—-—- -—--亡II 
III 

基本層

層位 1 層名 土色 土性 I 備考
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II I 旧水田耕作土 暗青灰色(5B3/1) 粘土

m I 地山 浅黄橙色(75Y8/4) 粘土

第3図 平面・北壁断面図
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①基本層序 層厚90cmの盛土 (I層）、層厚30cmの暗青灰色粘土の旧水田耕作土 (II層）、浅黄橙色粘土

の地山 (III層） の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遣構・遣物は発見できなかった。

(3) まとめ 本調査区西側で平成27年度に実施した調査では耕作痕と考えられる小溝状遣構が検出され

ていることから （註3)、調査地一帯は生産域であったと推定される。

第2調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調杏は、平成29年4月6日付で提出された個

人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年4月12日付、文第102号）に基づいて、同年6月1

日に実施した。浄化槽新設予定地に3X 1.5mのトレン

チを設定し、バックホーによる表上除去の後、現地表

下180~200crnで地山を確認した。 III層上面で遺構検

出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを

行い調査を終えた。

(2)調査成果

①基本層序 層厚約70cmの表土 (I層）、層厚約

100cmの盛土 (II層）、 一部がグライ化しているに

ぶい黄褐色砂質シルトの地山 (III層）

した。

②発見した遺構と遺物

の順に確認

II 
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第 4図
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まとめ

乱を受けており、

今回の調査地も盛土直下で地

山を検出し、

上層は削平されて

かつトレンチの半分が ｀ 二—浄化槽範囲
調査区

撹乱を受けている。

市
道
七
島
浜
田
線

住宅範囲

隣地境界線

゜
20m 

S=l/500 

第5図 調査区配置図
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GL=4. lm 

＂ 

基本層

ID I 層位 1 
層名

表土

゜
lm 

I : I 
盛土

S=l/40 地山

土色 土性 備考

にぶい黄褐色(10YR5/3)I 砂質シルト I一部グライ化

第6図層序模式図

第 3調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成30年 1月10日付で提出され

た個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県

通知（同年 1月17日付、文第2375号）に基づいて、

同年 2月14・15日に実施した。住宅新築予定地に

2. 5X 3 mのトレンチを設定し、バックホーにより

掘削を行い、現地表下140cmで湿地堆積土を確認し

た。 IV層上面で遺構検出を行い、図面作成と記録

写真撮影の後、埋戻しを行い、 2日間の調査を終

えた。

(2)調査成果

①基本層序 層厚約50cmの賠褐色シルトの現畑作

耕作土 (I層）、層厚10~40cmの山砂盛土 (II層）、 第7図調査地位置図

層厚約50cmの砂利盛土 (III層）、オリーブ黒色粘土質シルトの湿地堆積土 (N層）の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発見できなかった。

“ 

I'- ／ 
／ 

' 

J 
I乙 ＼ 

↓ 

A 
GL=4.3m 

A' 

二

基本屈

゜S=l/80 
III-W 3m 

層位 層名 土色 土性 備考

I 現畑作耕作土 暗褐色(10YR3/3) シルト

Il 山砂盛土 オリーブ色(5Y6/6) 砂

m 砂利盛土 黒色(5Y2/1) 砂利

'N 湿地堆積土 オリーブ黒色(10Y3/1) 粘土質シルト

、V V 
第 8図 平面・南壁断面図

(3) まとめ 盛土直下で湿地堆積士を確認したことから、後世の削平を受けていると考えられる。
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第4調査地

(1)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成30年 1月25日付で提出された

個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年 2月 2日付、文第2550号）に基づいて、同年

3月 6日に実施した。住宅新築予定地に 3X 3mの

トレンチを設定し、バックホーにより掘削を行い、

現地表下140cm前後で地山を確認した。 IV層上面で

遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋

戻しを行い調査を終えた。

(2)調査成果

①基本層序 層厚約80cmの表土 (I層）、層厚約60

cmの暗オリーブ灰色粘土質シルトの旧水田耕作士

(II層）、層厚10~30cmの下部に灰白火山灰小ブロッ

クをわずかに含む黒褐色粘士質シルト (III層）、全

体的にグライ化しているにぶい黄褐色シルトの地山

(IV層）の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遺構・遺物は発見できなかった。

0 100 200m 
S=l/5000 

第9図調査地位置図

A〉

I ,'I 

↓ | 

A 
GL=4.3m 

'
」
A
 

"1 

゜S=l/80 
3m 

、V ＞
 

基本層

層位 層名 土色 土性 備考

I 表土

II 旧水田耕作土 暗オリーブ灰色(25GY3/1) 粘土質シルト

lII 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト 下部に灰白火山灰小ブロックをわずかに含む

IV 地山 にぶい黄褐色(10YR5/4) シルト 全体的にグライ化している

第10図 平面・南壁断面図

(3) まとめ 今回の調査地は、粘土質の堆積層が基盤となっていることから、居住地には適さなかったと推測できる。

（註1)名取市教育委員会1999『下余田遺跡』名取市文化財調査報告書第42集

（註2)名取市教育委員会2018『平成28年度 名取市内遺跡発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第69集

（註3)名取市教育委員会2017『平成27年度 名取市内遺跡発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第68集
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II -12. 本村遺跡
(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図17)

本村遣跡は、仙台空港アクセス線杜せきのした

駅の北東部に所在し、旧名取川が形成した南岸の

自然堤防上に立地する。東西約800m、南北約300

mの範囲に広がる。標高は2.5~3. 5mであり、遺

跡の南北両側は地形的に低くなる。遣跡地名表に

は、古墳時代から平安にかけての散布地として登

録されている。東側に隣接する鶴巻前遺跡は本来

は一連の遺跡とみられる。近年、開発に伴う調査

が数回行われており、平成24年度の個人住宅建薬

に伴い実施された発掘調査では、平安時代の溝跡

や土塙、柱列跡等の遺構や墨書土器などの遺物が

発見されている。また、宅地造成に伴い実施され
第 1図調査地位置図

た発掘調査では、平安時代の竪穴住居跡や平瓦などが発見されている（註）。隣接する鶴巻前遣跡でも墨

書土器や平瓦などの一般集落にはみられないものが発見されており、遣跡の性格を考える上で重要である。

今回の調査地は遺跡の南東端付近に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成29年11月27日付で提出された共同住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年12月 1日付、文第2044号）に基づいて、平成30年 1月15・16日に実施した。共同住宅新築予定地に

4. 5 X4. 5mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削を行い、現地表下約150cmで地山を確認した。 W

層上面で遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い、 2日間の調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 層厚100cmの風化礫を多く含む盛上A (I層）、層厚40cmの岩ずりを多く含む盛土B (II層）、

オリーブ黒色粘上質シルトの近世以降の旧水田耕作上 (III層）、灰黄褐色粘土質シルトの地山 (N層）の

順に確認した。

②発見した遺構と遺物

SD1溝跡

トレンチの東部で検出した南北溝跡で、南・ 北がトレンチ外へと延びている。 SD2と重複し、これよ

り古い。確認できた長さは3.3mで、上輻0.5~0. 7m、下幅0.2~0. 3m、深さ約20cmである。断面形は舟

底状である。堆積士は褐灰色粘士質シルトの単層で、自然堆積土である。遺物は出士していない。

SD2溝跡

トレンチの北東部で検出した弧状をなす北西から南東方向の溝跡で、北・東がトレンチ外へと延びてい

る。 SDIと重複し、これより新しい。確認できた長さは2.lmで、上輻0.3~0. 5m、下輻0.l~O. 3m、

深さ約20cmである。断面形は皿状である。堆積士は 2層に分けられ、 1層が地山を少量含む褐灰色粘士質

シルト、 2層が地山を少量含む褐灰色粘土質シルトである。ともに自然堆積土である。遺物は出土してい

なし‘。
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GL=3. 3m 
A
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II 

IV~ さ三退~IV
p 1 SD2 2 SD1 

゜S=l/80 
3m 

基本唇

層位 層名 土色 土性 備考

I 盛土A 風化礫を多く含む

II 盛土B 岩ずりを多く含む

lII 旧水田耕作土 オリーブ黒色(75Y3/1) 粘土質シルト 近世以降

IV 地山 灰黄褐色(10YR6/2) 粘土質シルト 上部は粘性が強い

S01, S02 

暦位 這構名 土色 土性 備考

虞 三：：こ：：~:
第2図 平面図・北壁断面図

(4) まとめ 溝跡2条が検出されたが、遺物は伴わず時期は不明である。

（註）名取市教育委員会2016『震災復興事業関連発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第65集

II -13. 北原上屋敷跡
(1)遺跡の概要 (I • 第 1表・第 1図18)

北原上屋敷跡は、仙台東部道路名取 ICから西

へ約1.2kmの地点に所在し、旧名取川により形成さ

れた標高1.5m~2. 5mの自然堤防上に立地する。

東西約180m、南北約160mの範囲に広がる。遣跡地

名表には、近世の屋敷跡として登録されているが、

詳細については不明である。平成25年度の復興事

業関連のほ場整備事業に伴う発掘調査では古代の

遺構や遺物が発見され、古代の集落に関わる遺構

も存在することがわかっている（註）。今回の調査

地は遺跡の南西付近に位樅する。

(2)調査に至る経緯と経過

II 
II S=l/5000 ーL,__¥ I /[ニ:-----i IF= 

今回の調査は、半成29年 8月 8日付で提出され

た市道路改良工事計画に伴う発掘通知に対する宮城県通知（同年8月18日付、文第1182号）に基づいて、

第 1図調査地位置図

同年 9月 7日に実施した。道路改良予定地に1.5X3.5mのトレンチを設定し、バックホーにより掘削を行
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い、工事で掘削予定の深さ (GLより 100cm) まで掘り下げ、図面作成と記録写真撮影の後、埋め戻しを

行い調査を終えた。

(3)調査成果

①基本層序 現道路の砂利 (I層）、砂利を多く含む路面床土 (II屑）、褐灰色の近世以降の旧水田耕作土

(III層）、灰色粘土質シルト (IV層）の順に確認した。

②発見した遺構と遺物 遺構・ 遺物は発見できなかった。
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基本層

層位 層名 土色 土性 備考

I 現道路砂利 黒褐色(10YR3/2)

II 現道路路面床土 暗褐色(10YR3/3) 砂利を多く含む

m 旧水田耕作土 褐灰色(10YR5/1) 近世以降

IV 灰色(5Y5/1) 粘土質シルト 屋敷堀の堆積土？

第2図 平面・層序模式図

(4) まとめ 北原上屋敷跡に関わる屋敷を囲む堀と推定される士層を確認した。

（註）名取市教育委員会2016『震災復腿事業関連発掘調査報告書』名取市文化財調査報告書第65集

IIー14.寺田遺跡
(1)遺跡の概要 (I . 第 1表・第 1図19)

寺田遺跡は、仙台東部道路名取 ICから南へ

約500mの地点に所在し、旧名取川により形成さ

れた自然堤防上もしくは第1I浜堤列上に立地す

る。東西約120m、南北約200mの範囲に広がる。

遺跡地名表には中世の散布地として登録されて

いる。平成26年度に復興事業関連のほ場整備事

業に伴う発掘調査が遺跡周辺で行われたが、遺

跡の北東端付近で近・現代とみられる河道跡を

確認したのみで、他に遺構・遣物は発見できな

かった（註）。今回の調査地は遣跡の北東隅付近

に位置する。

(2)調査に至る経緯と経過

今回の調査は、平成30年 1月17日付で提出された個人住宅新築計画に伴う発掘届に対する宮城県通知

（同年 1月24日付、文第2472号）に基づいて、同年 1月24日に実施した。住宅新築予定地に 2X2mのト

レンチを設定し、バックホーにより掘削を行い、屠厚約80cmの盛土 (I州） とその下層で湿地堆積土

(II・III層）を確認した。 III屠上面で遺構検出を行い、図面作成と記録写真撮影の後、埋戻しを行い調査

を終えた。
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